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スポーツタレントを競技力に結び付けるコーチングの処方
スポーツ・トレーニングにおける実践的思考方式とコーチングー
村木征人※
１．コーチングにおける実践的思考様式
競技力の発達過程は、選手の一般的・多面的な運
動経験を基礎になされる絶えざるトレーニングの高
度な専門化の過程である。これはまた、競技的状態
(Sport-form)の適正な全面的･一般的前提条件に基
盤を置いている。競技力の発達過程にみられるボト
ム・アップ指向は、主に体力面のトレーニング論で
の計画的構築プロセスにも当てはまる。
一方、スポーツ・トレーニングの実際の発想およ
び発生過程は、常に目指すスポーツの試合運動その
ものに出発点を置いている。競技力の発達はトレー
ニングの専門化と共になされ、試合運動の技術的・
戦術的な中核構造に着目した基本的トレーニング手
段としての運動(Exercise)が考案され、専門的訓練
が拡大発展された結果でもある。また、同時に平行
して、トレーニングの高度な専門化の前提条件を確
保する目的で、広範な一般的運動から、積極的な機
能転換の可能性のあるものが選択され、一般的訓練
として取り組まれている。この実践的なトレーニン
グの発想および発生のプロセスは、前者とは逆に、
"初めにスポーツ(試合またはゲーム)ありき',とする
トップ・ダウン指向が特徴的である(図｜）。
実践面での競技力は、試合パフォーマンスにおけ
る心・技・体の側面の個々の分析的要素の集合では
なく、それらが相対的相互関係にある包括的な存在
として、同時に、対戦相手との相対的評価として論
じられる。したがって、トレーニングに対する実践
的な思考様式の特徴は、まず、目的として運動の中
核構造の発達・改良に対して、直接または間接的に
関連する様々な基本的トレーニング手段としての運
動の創発的選択にある。そして、それらを、多年次
および当該するトレーニング・サイクルでの試合期
技
心/夢iiiKi掴流体■
||純
競技力(Performance)の発展過程における理論的要
素的トレーニングの計画過程とスポーツ・トレーニ
ングの実践的想起創発過程
図’
に向かうトレーニング過程の各周期や段階に相応し
て、発展的・組織的に更新する創発的な工芸制作過
程である。
そこでの基本的図式は、トレーニング構成の一般
原理に依拠するが、取り組む運動に対するトレーニ
ングの目的や課題は一面的・要素的なものとして厳
密には区別せず、その遂行方式(方法)を介したトレ
ーニングの指向性として比較的緩やかに区分してい
る。
この区分は、習熟的方向と強化的方向の２つに大
別される。前者は、主に運動の技術面・戦術面の習
熟性を高める方向に向けられ、テクニック・トレー
ニング(Techniquetraining)とも呼んでいる。後者
は、主に体力面の発達と共に、多面的な運動パフオ※YukitoMuraki-筑波大学体育科学系
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スクワットとデッドリフトは広範囲なスポーツ種
目で用いられているが、この理由は、ほとんどの種
目が重力下での運動であり、運動時の体重支持の点
で共通しており、それらの積極的な機能転換が期待
されているためである。
実際のトレーニングでは、既知の明示的内容のト
レーニング課題ばかりでなく、未知あるいは非明示
的なものに対してもそれ自体の発掘と実現が目指さ
れている。前者を、トレーニングの機械的な計画的
生産過程に例えるならば、後者は創発的な工芸制作
過程に相当する。後者の重要性は、高度に専門化さ
れた上級選手ばかりでなく、初級並びに発展段階に
ある選手にとっても同様である。この理由は、トレ
ーニングでの全ての運動の習熟的方向が、強化的方
向より先行せざるを得ないためである。習熟的方向
ではそれまでの運動経験を土台に、未知もしくは未
経験の運動イメージの発掘と実現を目指すもので、
その援助はコーチングの最も重要な役割でもある。
強
化
的
図２ 基本的トレーニング手段としての運動(Exercise),そ
の遂行方式(方法)およびトレーニングの目的(課題・
方向性)との相互関係の模式図
個々の運動は，それぞれに運動の多面的足面とそれ
らの要素的課題(明示的および非明示的)を含む全体
である．トレーニング運動自体に内在する多面的課
題と方向性(習熟的及び強化的)は,運動の遂行方法
によって様々に指向し得る． ２．テクニック・トレーニングのコーチン
グ・ポイント
習熟的方向から強化的方向への課題の漸新性を伴
う転換とその絶えざる更新は、多年次，年間，およ
びマクロ周期レベルでのトレーニングの主要な原理
である。しかし、実際にはそれが必ずしも適用され
ているとは限らない。ことにわが国では、発達段階
の初期から専門的指導者の一貫指導を受けるのが希
であることも災いして、望ましい動きを身につける
トレーニングの習熟的方向がないがしろにされ、体
力中心の強化一辺倒に陥りやすい傾向にある。
筆者がコーチング対象とする種目は、主に陸上競
－マンスの安定性が目指されることからコンディシ
ョン・トレーニング(Conditiontraining)と呼んで
いる。また、これらは、専門種目の運動特徴に対す
る相対的な専門性の度合から、一般的訓練、専門的
訓練および両者の中間的存在の模倣的訓練が区別さ
れる。これらの区分は、基本的トレーニング手段と
しての運動(Exercise)の分類にも該当し、それぞれ
専門種目の本来的試合運動との関連の順に、試合的
運動'、専門的運動(模倣的運動を含む)２，一般的運
動3とが区分される(図２)。
ちなみに、筋力トレーニングの代表的運動として
知られるウエイト・トレーニングでのビッグ３種目
(ベンチプレス，スクワット，デッドリフト）は、パ
ワー・リフテイング競技を専門とする選手にとって
は、その全てが試合運動そのものである。しかし、
ウエイト・リフティング選手にとってのスクワット
およびデッドリフトの２つは、試合運動であるスナ
ッチおよびジャークの中核構造に直結する専門的運
動に位置付けられるが、ベンチプレスは関連性に乏
しい一般的運動に過ぎない。ましてや、その他のス
ポーツ種目の選手にとってのビッグ３種目は、いず
れも一般的運動の範檮に区分され、実際にも競技パ
フォーマンスへの決定的因子ではあり得ない。
1.専門種目の試合条件で行なわれる統一的な試合運動に基
づいてモテル化されたもの。
2.試合運動の専門的要素、部分、並びに運動形態が、本質
的に似たものを含むもので、試合運動の構造的特徴を類似
的に再現した模倣的(イミテーション)運動および近縁的な
関連運動も含む。
3.全面性のトレーニング原則を保障し、専門的なトレーニ
ング基盤を築くために用いられる多様な運動手段の全て。
理論的には無限であるが、トレーニングの諸条件に対応し、
専門種目の運動特性を反映するよりプラスのトレーニング
転移効果を持つものが選択される。
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77-77；７９９２
跳躍に先立つ助走、特に初期のスタート・加速局面、
および中間局面での運動の全体的流れを重視する必
要がある。
助走スタートからの初期加速局面での問題は、そ
こでの身体の前傾度合とスピード勾配の不一致、過
剰なピッチ依存等によるもので、多くの場合、競技
パフォーマンスに対する助走スピードへの過度な依
存意識に起因している。この結果、踏切局面への最
終助走スピードでの頭打ちと共に、緊張の全身汎化
によって努力度合は増す反面、肝心の助走最終段階
から踏切にかけての最適運動が困難となり、かえっ
てパフォーマンスは低下することになる。
これらの問題解決を図る指導上のポイントは以下
の諸点であり、高速ビデオや光電管タイマー等を適
時利用する、運動の主観的現象(またはイメージ）と
客観的現象との照合が効果的である。
①最大努力が、最大の助走スピードもしくは跳躍
記録に必ずしも結び付かない事実を、客観的速度と
主観的速度(または努力度合い）との対応関係を適時
チェックして実践的に理解させる。
②運動経過､特にスタートの第１歩および６‐７歩
目の初期加速局面､そして踏切前４－５歩の踏切準備
局面での急激なリズム変化を避ける。
③助走のスピード勾配と頭部を含めた上体の前傾
度合の同期化を図る゜
④スムースな加速過程を導くための最適なストラ
イド・ピッチ関係を獲得し、その標準マークをスタ
ート後の６－７歩目に設けさせる。
⑤最大および準最大(90％以上)の助走訓練を減
らし、さらに強度の低い最大下のレベル(80-50％）
のものを広範囲に取り組ませる。
⑥この場合、ストライドは全般に伸びる傾向にあ
るので、ストライドを押さえ気味に、脚の振り下ろ
しにアクセントを置き、常に身体の真下で地面をキ
ャッチした走りにポイントを置かせ、最適なスピー
ド勾配と前傾の度合の同期化を図らせる。
技の跳躍種目であり、対象となる選手の多くは、中
学または高校時代からの専門的競技キャリアを経て
入学した学生競技者である。以下に競技力を伸ばす
幾つかの指導法上の基礎的知見が得られたので紹介
する。
【コーチング対象としての選手の特徴】
コーチング対象となるのは、わずかな例外を除き、
ほとんどが、筑波大学入学と共に、陸上競技部に入
部した学生競技者約４０名(その８割は体育専攻)で
ある。競技キャリアとしては、中学若しくは高校時
代から陸上部にて３‐５年の導入および発達トレー
ニング段階を経て、専門種目として一定の跳躍種目
を選択した者である。また、これらの中には、大学
入学時から初めて陸上競技の専門的トレーニングを
開始する者も例年４－５％含まれる。これらの競技レ
ベルは、高校記録レベルのトップから平均レベルま
での広範囲に渡りほぼ正規分布している。
高校時代のトレーニングに関しては、ほとんどの
者がスプリント系の疾走訓練および一般的体力作り
の運動が中心で、専門とする跳躍種目の専門的訓練
は実際の跳躍練習を中心に週１回程度で、専門的指
導を受ける機会は少ないのが現状である。
【指導上の問題点と留意事項】
これまで、選手達に共通してみられた技術・動作
面を中心とする指導上の主要な問題点には以下のも
のが挙げられる。これらは、トレーニングの発展過
程の各段階での最適パフォーマンスの発達の妨げと
して、個々単独に作用するよりも、それらが相互に
関連しあって影響するものと思われる。
また、これらは、運動経過の質的徴表として観察
され、同時に、その一部はバイオメカニクス的な検
証対象でもある。
（１）運動経過の質的問題
跳躍試技の運動経過における運動の流れの欠如は、
以下の主要な運動の移行局面にみられる。それらは、
1)助走スタートの初期加速局面，２)中間局面，３)跳
躍への移行局面(踏切前３－４歩の踏切準備局面),４）
踏切の終末局面，および5)空中-着地の各局面であ
る。
一般には、問題の発生した局面とその動きが問題
とされ、それに対処しようとする。しかし運動経
過の各局面に発生する問題の多くは、問題が発生し
た局面に真の問題があるのではなく、それに先行す
る局面で生じた結果とみるべきである。したがって、
（２）技術ポイントとイメージ問題
初期の運動学習段階を終えた選手達は、踏切運作
に関する動作上の主要なポイントを無意識または意
識的にも踏切局面の後半に置く場合がほとんどであ
る。これは、選手が行う踏切動作についての模倣的
"素振り動作"を通じて読み取ることができ、投てき
種目にも共通する。この理由は、そのことによって、
踏切動作の中核構造である前段階の踏切１歩前から
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発展性の阻害要因と考えている。
むしろここでは、その際の跳躍距離が問題ではな
く、上記（２）を踏まえた発展的な運動評価を重視す
べきである。したがって、ここでは助走から着地ま
でを全習的に取り組むのではなく、助走からの踏切
局面前半(もしくは着地動作)を中心とする分習的取
り組みとしての位置付けが問われることになる。
２）中間的な中助走練習の問題
跳躍練習では多くの場合、上記の分習的短助走練
習から、試合での長い助走跳躍への技術的橋渡し役
を果たすべき全習的中助走練習の欠如、もしくは段
階的飛躍が顕著である。実際、それらの標準距離お
よびマークすら設定されていない場合がほとんどで
ある。したがって、試合用の全助走歩数および距離
にしても、個々の疾走および跳躍技術レベルに応じ
た適正なものが合理的に選択されたとは言い難いの
が現状である。このためには、短助走から全助走、
もしくは分習から全習への橋渡し役として、数段階
の中間的助走を個別に設定すると共に、以下に述べ
る基本課業の組織的・機能的構成が問われる必要が
ある。
３）課業の構成上の問題
テクニック・トレーニング課業の基本的構成に関
しては、中助走設定がなされていてもその段階が粗
すぎたり、課業として取り組む際の段階的発展性に
欠ける場合が多い。後者の例では、課業毎に短助走，
中助走，長助走それぞれの練習が無関係に配置され、
個々単独に取り組まれる傾向にある。この様な場合
には、これは短期記憶を利用した発展的結合方式と
いえる｡短助走から長助走への５－６試技を１セット
にして反復し、その構成割合をトレーニングの発展
段階の各期に応じて発展的に変化させるのが効果的
である。
４）身体各部の動作的問題
運動中の身体各部の動作については、ほとんどの
場合それまで無意識に動かされており、細部に渡っ
て習熟・改善されたものは希である。特に、自由上
肢や下肢の動きについては、運動全体の流れや合理
性の妨げと看倣される場合が多い。
これらへの具体的な対応策には、身体内部知覚を
鋭敏化させ、基礎訓練として準備した素振り動作を
伴う種々の模倣ドリルから重視的に取り組ませる。
５）ステレオタイプ化の防止
単純動作の反復練習は、動作の習熟性や安定性を
高める一方で、必然的に技術やスピードの頭打ちを
踏切局面前半の動作がおろそかになるためであろう。
これらはまた、助走を用いた跳躍での踏切への適
正な脚と身体の運び(接地時の支持態勢)の未習得、
もしくは誤解(その場からの跳躍の原動力である屈
伸跳躍動作の誤った転用)を伴っている。また他方で
は、運動習熟過程でのこれまでの無意識的運動から
の脱皮段階を迎えることによって、自己の運動分析
が進み、部分的運動の意識化に伴う運動協調の一時
的破綻もこれらに関係するものと思われる。
したがって、これらの問題解決を図る指導上の主
なポイントは、以下の諸点である。
①助走を用いたランニング跳躍での合理的な踏切
動作の基本的メカニズムの知的理解を図り、踏切接
地での踏み込みから踏切局面前半の重要性と運動の
基本構造の理解を深める。
②上記の基本的動作に関する種々の模倣的素振り
動作(踏切ドリル)を提供し、実践的習熟と理解を深
める。また、自己の素振り動作をビデオ撮影し、実
際の動作と目標動作との違いを理解させる。
③上記の踏切ドリルの提供に際しては、下肢の運
動に対する股関節を中心とする移動座標系での静的
イメージで捉える傾向のあることを踏まえ、身体の
並進運動中の動きとしての実践的理解を図る゜
④種々の模倣ドリルの実施の際には、自己の運動
を外部から第三者的、二次元的に映像視する習慣を
排除し、重力下での身体内部知覚を鋭敏化させ、身
体の内側から観る主体的運動としてイメージし、セ
ンター意識と共に運動矢状面上での身体配列(軸作
り）を重視させる。
⑤練習の際には、照れたり恥ずかしがったりする
情緒的反応を排除する。
（３）トレーニング方法上の問題
実際のコーチングにおいては、運動の習熟性と発
展性を妨げるものとして、上記の技術的問題に加え
て以下の問題を重視している。これらは、主に、用
いられる跳躍練習の基本的手段としての運動とその
中心的課題と共に、それらの課業の基本的構成上の
問題である。
｜）分習的な短助走練習問題
跳躍練習は、通常全助走に用いる歩数(または距
離)の約半分以下の短い助走での跳躍練習を中心に、
そこでの最大跳躍距離が目指される場合がほとんど
である。このことが逆に、より大きな助走スピード
を利用した長い助走での跳躍技術につなげる技術的
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招く弊害が生じる。このような、一定レベルでの頻
繁なテクニックおまぴスピード。トレーニングの結
果もたらされるステレオタイプ化の防止法としては、
消去法および破壊法の存在が知られており、それら
の適切な導入が不可欠である。
前者の消去法は、しばらく当該運動から遠ざかり
休養を取るのが第１であるが、目指す運動に結びつ
く種々の関連運動を用いた積極的機能転換の活用も
効果的である。これは、固有の跳躍形態がシングル・
アームの者にダブル゜アームを、背面跳の者にベリ
ーロールやシザースを、走巾跳の選手に三段跳や走
高跳、またはその逆を試みさせることである。
６)前提条件としての調整力の欠如
高度な専門的テクニック訓練をより有効なものに
するための前提条件には、一般的な身体的準備とし
て、特に運動の分化能力，定位能力，バランス能力，
リズム能力,結合連携能力,変換(先取り)能九等々
の調整力が重要な鍵を握っていると考えている。
これには、専門的トレーニングの導入段階での多
様で豊富な運動経験が不可欠に思われるが、選手等
の実際の運動経験は極めて乏しいのが現状である。
しかし、大学に入学してからでは遅きに失したとは
いえ、後述するコンディション・トレーニングでの
一般的訓練としても多彩な運動を取り入れる必要が
ある。この意味でも、筆者は、多彩な専門的模倣ド
リルへの積極的な取り組みを重視している。
詳細は紙面の都合上避けるが、調整力の発達を狙
いとした主なトレーニング法は以下のものである。
逆モーション法，対称運動法，変速法，アクロバッ
ト法，制限(限定)法，環境負荷法，リラクセーショ
ン法，バランス法，空間定位法，等々。
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われわれは、選手の身体的準備である体力トレー
ニングを、用いる運動の習熟的基盤を前提とするト
レーニングの強化的方向としてコンディション・ト
レーニングを捉えている。したがって、主要な体力
面の課題は、基本的トレーニング手段としての運動
の分類の体力面の特徴に対応して、一般的および専
門的体力を区別している。
一般的体力が高いといわれる状態は、専門種目と
は関わりなく、体力の総ての構成因子のバランスが
とれた発達によって特徴づけられる。これに対して、
筋力トレーニング負荷のかけ方と，スピード・筋力
指標の動態の模式図
Ａ：分散方式，Ｂ：集中方式，Ｃ：多重方式，Ｄ：年
間二重方式(ヨーロッパ方式)への適用モデル．
①最大反復法中心，②最大筋力法中心，③動的筋力
法／衝撃法中心
図３
4.拙著(1985）：上級ジャンパーのトレーニングの合理化一
筋力集中方式のトレーニングの理論と実際．ＪＪＳ.Ｓ’４
(11）：797-802、および同(1985）：跳躍競技者の専門的筋
力トレーニングの理論と実際．月刊陸上競技,１７（１）：190
-196を参照。
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専門的体力は、専門種目でのパフォーマンスを決定
付ける体力因子の最適な発達状態によって特徴づけ
られ、パフォーマンスに直接影響しない因子は除か
れる。
跳躍選手の専門的体力に関する主要な課題は、
種々の専門的運動に内在し、技術とも密接に関連す
るスピード・筋力問題である。具体的には、助走で
のスプリント能力、踏切での反動的爆発的筋力、お
よび走から跳への運動の転換結合能力である。
これらは、目的とする運動の中で、身体への負荷
のかかり方を正確に特定し分類することは極めて難
しい。体力的要素につけられた種々の用語は、様々
なスポーツ運動がもっている質的な運動の特徴を大
まかに類別する抽象的な概念に過ぎない。これらを
念頭に、ジャンパーの効果的なコンディション・ト
レーニングを集中方式と呼び、以下のように体系づ
けている４．
図４ 筋力集中方式における基本的トレーニング構成モデ
ル
ピラミッドの台形音６分が筋力集中ブロックで，水平
区分はトレーニング期分けの各周期および段階を示
し，ABCにはそれぞれの段階で中心的に用いられる
筋力養成方法を示す．
に大別される。これは図のピラミッド部分で示され、
底辺から頂点へ、試合期に向かうトレーニングの中
心的内容を、一般的運動から専門的運動への組織的
変化として表わしている。また、その右側には、そ
れらの主要な運動内容の組織的構成配分を跳躍のテ
クニック系，積極的回復系，スプリント系，一般的
運動を中心に表わしている。
ジャンパーに求められる踏切での反動的爆発的筋
力の発達は、合理的な動的支持運動の基礎的習熟性
を進める中で、それらに関連する支持筋群のバラン
スのとれた最適な最大筋力の発達を土台に、初めて
効果的に築かれる。その基本図式は、トレーニング
原理に依拠する種々の基本的トレーニング手段とし
ての運動の選択的配列と、その遂行方式の組織的変
化として示される。ピラミッドの大枠で示された台
形部分は、集中方式の中核部分を形成する期間で、
その中心的優先内容が筋力問題であるので、筋力集
中ブロックと呼んでいる。そこには、この期間を通
じて、専門的スピード・筋力である爆発的筋力の最
良の発達と、その前提条件の獲得に適するように、
組織的交替が必要な中心となる遂行方式を例示して
いる。
（｜）集中方式と分散方式
トレーニング負荷の総量と適用期間の長さからト
レーニングのマクロ周期レベルでの基本構成は、集
中方式と分散方式とに大別される(図３）
競技パフォーマンスに直結し、技術とも密接に関
連する専門的スピード・筋力としての爆発的筋力の
発達は、分散方式(Ａ)よりも集中方式(Ｂ)でより顕
著なことが経験則として知られている。
集中方式の主な狙いは、基本試合期での高度な競
技パフォーマンスに必要な多面的に最良に準備され
た状態(競技的状態)を、一定の準備期を通じてタイ
ミング良〈形成することにある。その過程では、ト
レーニングの位相的な組織的交替によって、ある種
のトレーニング要素の発達を犠牲にしても他の要素
を優先的、集中的に発達させる必要がある。このこ
とは、主にトレーニング構成の一般原理によって導
かれる。
したがって、実際のトレーニングの基本構成は、
集中方式を基礎に、主要な基本試合日程に対応させ
た期分けの中で、組織的なトレーニング計画として
準備される(C/D)。
（３）コントロール・テスト
上記のトレーニング方式によるトレーニング過程
の合理性の点検は、基本的トレーニング手段として
の主要な運動を利用してなされる。
これらは、トレーニング・コントロール・テスト
と呼び、トレーニング過程の各周期や段階毎に目標
（２）集中方式の基本構成
図４は、集中方式の組織的トレーニング構成の基
本モデルの概要を示している。
ここでのトレーニングの基本的内容は、コンディ
ション・トレーニングとテクニック・トレーニング
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の運動そのものから遊離してしまう傾向にあること。
そして、そのようにして定量化され、明示化された
知見や法則性に基づく理論階序のより下位のレベル
から、実際のマクロ的なトレーニング問題を演鐸的
に論じることで、論理的飛躍が生じやすい点にある。
他方、後者の実践的立場では、運動についての選
手の主観的現象と存在が指導上重視されている。こ
のため、物事をよりマクロ的、感覚的に捉え、厳密
さを欠く傾向にある。したがって、そこでは、自然
界における運動の一般的法則性やミクロレベルでの
機能的メカニズムの間接的影響や規定を受けている
にも関わらず、それらに気付かずに運動の本質を見
誤る可能性を抱えている。
スポーツ科学は、運動の客観的現象を現場に提供
し得ることから、セルフ・コーチ能力を高めるコー
チングの教育的働きかけをより効果的なものにする
ことへの期待が大きい。競技力は、スポーツ運動の
多面的現象の包括的・統合的な結果である。したが
って、主観的にも客観的にも存在する人間の運動を
常に原点として、トレーニングに対する両者の思考
方式を尊重し、互いに認め合う必要がある。また、
このことがスポーツタレントを競技力に結び付ける
コーチング処方の根幹でもある。トレーニングおよ
びコーチングでの実践的な創発的工芸制作過程で生
まれた新しい技術、トレーニング課題、方法はまた、
歴史的にもスポーツ理論の科学的研究を推進する大
きな刺激材となってきたことを忘れてはなるまい。
とされ、競技力の発達に直接的、間接的にも影響す
る種々の要素的課題を運動に内在するものとして、
それらの運動の質的評価と共にそれぞれのパフォー
マンスとして、定量的な評価と目標値の設定に利用
される。
客観的計測競技である陸上競技での競技力の客観
的評価は、まず第１に、総合的な指標として試合で
の競技記録が用いられる。これには、年次最高記録
を筆頭に、世界記録や日本記録に対する相対値、当
該試合期における記録の動態から求められる安定性、
持続性、進歩度等々が含まれる。これらに対して、
コントロール・テストは競技力の補足的要素的能力
の指標として重視され、最適種目選択の際にも利用
される。
４．まとめ
本稿では、スポーツ・トレーニングにおける実践
的思考方式とコーチングと題して、競技力の発達を
目指す現場の取り組み方を中心に述べてきた。
スポーツ科学もしくは理論と実際のギャップが語
られはじめて久しいが、本質的な問題は以下の点に
あるように思われる。それは、前者の立場では、運
動パフォーマンスの主たる要因の究明を目指す際に、
それぞれの母体科学(多くが客観的要素還元主義に
立つ自然科学系)を基礎として、運動の一般的，ミク
ロ的，定量的事象に関心が集まる結果、次第に本来
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